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事業定義と企業成長の 関係 
一機能整合性のマネジメント 一 

0 若林床 ニ ( 日大グローバル。 ビジネス 研 ) , 
長田 洋 ( 東工大イノベーションマネジメント 研 ) 

著に現れると レづ 仮定 

) による適切な 事業定義 の下に、 近年組織 

て 。 会社事業定義が 経営 

の 要素であ り、 そのレベルで 

が 高い企業であ っても。 事業余 

個別事業の事業定義、 製錬。 サービスの各レベル 

で イノベーションを 引き起こ 

能を提供でき。 結 
くと むづ ものであ る。 

このようなメカコズ ム の検証方法としては。 企業の経 
ップや 戦略スタッフへのヒア 

査が考えられるが、 その際、 

ではそのような 組織全体における 
おもとの会社事業定義と 未端の 
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; 若林。 長田仁 幻 

' 東証一部上場企業で、 業界別に 20 ㏄年度の連結売上上位 50 社。 業界 

は、 証券コード協議会の 業種別分類に 基づく。 

'1998 年 

。 1997 年度から 2003 年度まで 

。 評価者パネル @ こ よる評価 焦 げ機能性評価 点パ 

隠 していない。 

。 K ㎡ lPpendo ㎡仁田参照。 
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榊原 [6] を ま 。 事業定義が経営㌧ プ 

めとしており、 示唆 

的であ る。 
囲餅 ce 鯛 d の 援 ㊨ [8 コ は 。 " フ オーチュン 5 

鱗社の ミッションステートメントの 

を 統計的に検証して レ、 る 

を グループ化し、 各社が注 力 する製品属性を 比較し 
ている。 プレス ジ旺 - スを内容分析の 対象としている ， 点 

が 示唆的であ る。 

る 。 

る 。 ホームページに 

午 以内 ) が明記きれているもののみ 分析対象に含め 
  
る 。 

  
' 若林。 長田 @2] 
， 0.0-2 田で点数化。 

9 対象期間内合計の 下限で㈹ 件 。 目標としてばⅠ㏄ 件 以上。 
田 アルパイン、 セイコーエプソン、 小糸製作所、 三洋電 

一 電気、 松下電工、 パイオニア、 ソニー、 横河電機 
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中に、 会長もしく 

含む ) していた。 
し 力也ながら、 キージードが 変化する 程 会社 事 
が 大きく 変 他していたの け 。 スタンレー電気 (1 

社長交代 ) と 松下電工⑤ 年 社長。 会長同時交代 ) 

能 性の差で十分に 説明でき 

Ⅱ名詞、 動詞。 形容詞、 形容動詞とそれらの 合成語。 但し、 「技術 Jr 商品」 
客 i 「事業 コ 「機器」「貢献」「提供」 r 提案 ;r 

; ビデオ ; 「ソフト @ 「ハード」「システ 利導の一般語は 除く。 

12 ネ ・ソト経由で ダ クンロードできる「ザクラ エ デイタ」を使用。 

" 整合皮 二は 単語出現件数一重複件数 )/ 総件数。 0 。 0-1 田で算出。 

を 示唆している。 

6@ 73 
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兎 による安全な 交通システムの 

安全で決選な 社会づく 抑次 世代 

て ) 
タ 。 J 一 ンエネルギー 車睾 により 軌 

連 な生活 曜 % を 餓 遺し，マルチメ 
デ イ ブ塾翻 こより大化の 雙 活を雙 

ゐ 。 @; する 

換逮空閉 の 鈍逢と逮鰻 しない人 

生 の 捜襄 

イメージコミュ -.. ケーション け 0) を 

遇して， 子 ジタルをカラーコミュニ 

ケーション 技 鋳によ㍻、 ネットワー 

ウ弛 されたオフィ 刃ご 手軽 欠 な 轟 
器， ・ンステムを 提轄 

紀繭姦賈 イタージ。 オーフンスタ 

ンダード， 簡尊 鰻作。 ワークダル 
一フ支鱗 。 オフィス全体 

に貢 隷する 
光揮逮卸棄 ( オ フトェ レウトロ _ タ 

ス，干 せ スフレイ， 欄魂 ， 樹 早技 

鰯 、 ソフトウェア @ に注力 -( 

年度 -) 光に翻 っ 。 光の 5 つ 

鱒 @ 光を鰯 る， 光を辮 知 ， 妻 

る， 光で 魑 報を自在に 靭る ， 
エネルギーを 活かす．兜で 罎を譲 

出す翻を遼 求 する 

A( アメニティ @ 技 @( インテリン ェン 

鋒 
  
等 

の 魏艶 をきびきびと 解決するスマ 

動を @ 
オ一子 ヰオ，ビ チオ ェ ンタテインメ 

ン㌻をより 充喪 きせる げ エンタテイ 

ンメント 襄造 余興 り 

報 化な子サス 沖 1 ピューション ， チ 

本 ソ トワーウを 麟襄し、 テジ卸レ   

  
鹿 、 鞄 きたい 昔嚢 @ 

    

率 。 収益 に鱈薮性 の 繭い趨護と 

蕾翠 システムで 頭蘇 する @ 綴先翰 

( 注 @ 会社事業定義は 、 l998 年時点。 機能性 は 、 若林。 長田 [ 幻の機能性 

評価 点 。 整合 度は 、 ;998 年度 -20 ㏄年度の平均。 成長性は、 1997 年度 

-2003 年度の平均連結売上伸び 率 " 括弧内 は 出現件数 0 の単語。 

( 出所 : 筆者作成 @ 
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い 企業は。 そうでない企業 

い 」は電機企業㈹ 社の 

分析によって 確認された。 つまり、 企業の持続的 

で 整合度の高いリコー。 パイオニア、 ア 

究 手法として内容分析を 採用した 
に 発信する複数種類の 方 ソ セージ 

爾 orr 壷 s 口 幻も指摘しているよ 引こ信頼 掛 こついて 

定の方法を提示していゑ 製品レベルで 訴求している 

の キーワードをテキストマイニンバ 手法によって 
製 晶群レベルの 事業定義 

共感を引き起こすことが、 企業 

つくのであ る。 

より具体的な 事業定義方法の 規範的 
として検討していきたい。 
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